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各文部科学大臣所轄学校法人担当課長 

独立行政法人国立高等専門学校機構担当課長 

厚生労働省医政局医療経営支援課長 
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文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課長 

中 園  和 貴 

   

「女性活躍・男女共同参画の重点方針2026（女性版骨太の方針2026）」 

を踏まえた取組の推進について（依頼） 

 

男女共同参画社会の実現に向けた施策の推進につきましては、平素より格段の御協

力を賜り厚く御礼申し上げます。 

先般、「女性活躍・男女共同参画の重点方針 2026（女性版骨太の方針 2026）」（令和

8年６月 25 日すべての女性が輝く社会づくり本部・男女共同参画推進本部決定。以下

「重点方針」という。）を策定しました。 

重点方針では、基本的な考え方として、男女共同参画社会基本法に基づく「第６次

男女共同参画基本計画（令和８年 3 月 13 日閣議決定。以下「６次計画」という。）」

を着実に実行した上で、６次計画で決定した成果目標の達成や施策の実施に向けた取

組の更なる具体化を行うとともに、新たに取り組む事項として、「Ⅰ女性の生涯にわたる

健康支援」、「Ⅱ17 の戦略分野における女性活躍」「Ⅲ女性が活躍でき、暮らしやすい地

域づくり」、「Ⅳ安心・安全が確保される社会の実現」について、政府全体として今後

重点的に取り組むべき事項を定めています。 

重点方針の概要については、別添１のとおりです。また、全文は下記参考１の内閣

府 web サイトを御参照ください。 

殿 

「女性活躍・男女共同参画の重点方針 2026（女性版骨太の方針 2026）」を踏ま

えた取組の推進を依頼するものです。 



文部科学行政関連記載については、別添２のとおり、 

 月経随伴症状等について、学校における適切な理解を促進するとともに、入試に

おいて、月経随伴症状等を含む本人に帰責されない身体・健康上のやむを得ない

理由による欠席等については、そのことのみをもって不利に取り扱わないことや、

当初予定の試験日程で受験できない場合には、受験機会の確保のため柔軟な対応

に努めることなど、関係機関への配慮の促進（上記Ⅰ関係） 

 理工系女子人材の倍増に向け、大学の工学系学部の女子学生数割合について、直

近の状況（2025 年、18％）から 2040 年に 36％への倍増を目指すなど、戦略分野

への学部等の新設・転換の推進や理工系への進路選択のための取組の推進（上記

Ⅱ関係） 

 女性研究者の研究力向上等を推進するダイバーシティ研究環境実現イニシアテ

ィブ等により、科学技術人材の育成に向けて、女性の理工系進路選択を促進し、

理工系大学院の女子学生を増加させるための取組を行う大学院等に対する支援

（上記Ⅱ関係） 

 大学を核とした地域の女性人材育成等のための連携基盤（地域構想推進プラット

フォーム）の整備促進や、推進役となるコーディネーターの活用等を通じた大学

間・産学官連携において行われるインターンシップ等のキャリア形成支援に関す

る取組の強化等を通じて、大学を活用した地方創生の取組を推進するとともに、

地域に不可欠な人材育成機能の確保を図るなど、各地域の魅力的な大学づくりに

関する取組の推進（上記Ⅲ関係） 

 生命（いのち）を大切にし、こどもたちを性暴力の加害者、被害者、傍観者にさ

せないため、「生命（いのち）の安全教育」の全国の学校への普及展開を推進する

とともに、自治体の取組も支援することで、全国展開を加速化（上記Ⅳ関係） 

等に重点的に取り組むこととしていますので、各地方公共団体・各学校設置者におか

れては、重点方針の趣旨の御理解と取組への積極的な御協力をお願いします。 

 

特に、「生命（いのち）の安全教育」については、令和５年度より全国展開を推進し

ているところです。令和８年３月にはこれまで「生命（いのち）の安全教育」に取り

組んでこられた学校現場の意見等を踏まえ、より現場のニーズに対応できるよう、教

材の改善・充実を行いましたので、改めて教材及び指導の手引き等について周知いた

しますので、各学校において、これらを活用しながら「生命（いのち）の安全教育」

へ積極的に取り組むようお願いします。 

 

また、教職員や児童生徒の固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込みの解消に

向けて、教員向けの研修プログラム（参考３・４参照）や、小・中学生を対象にした

教材及び指導の手引き等をホームページで公開しています。小中学生の段階でこれら

の意識を植え付けないことは子供たちの可能性を引き出す上で非常に重要です。教員

向けの校内研修や、授業での活用、児童生徒・保護者への資料配布等に是非お役立て



ください。 

 

このことについて、各都道府県教育委員会担当課におかれては、市（指定都市を除

く。）区町村教育委員会及び所管の学校（専修学校及び各種学校を含む。以下同じ。）

に対して、各指定都市教育委員会担当課におかれては、所管の学校に対して、各都道

府県私立学校主管部課におかれては、所管の学校及び学校法人等に対して、構造改革

特別区域法第 12 条第 1 項を受けた学校設置会社を所轄する各地方公共団体の学校設

置会社担当課におかれては、所管の学校設置会社に対して、国公立大学法人担当課に

おかれては、その設置する学校に対して、大学を設置する各地方公共団体担当課にお

かれては、その設置する学校に対して、大学を設置する各学校設置会社担当課におか

れては、その設置する学校に対して、文部科学大臣所轄学校法人担当課におかれては、

その設置する学校に対して、独立行政法人国立高等専門学校機構担当課におかれては、

その設置する高等専門学校に対して、厚生労働省医政局医療経営支援課及び厚生労働

省社会・援護局障害保健福祉部企画課におかれては、所管の専修学校に対して、周知

くださるようお願いいたします。 

なお、周知に際しては、例えば、各学校において進める必要がある取組を整理し、

教育委員会等が主催する研修・会議等を活用して説明するなど、効率的・効果的な周

知に取り組んでいただくようお願いします。 

  



（参考） 

【参考１：女性活躍・男女共同参画の重点方針 2026 について】 

https://www.gender.go.jp/policy/sokushin/sokushin.html  

 

 

【参考２：生命(いのち)の安全教育の取組について】 

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index.html 

 

 

【参考３：男女共同参画の推進に向けた教員研修モデルプログラムについて】 

https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1416258_00002.htm  

 

 

【参考４：独立行政法人教職員支援機構 学校における男女共同参画の推進： 

校内研修シリーズ No.117】 

https://www.nits.go.jp/materials/intramural/117.html  

 

 

【参考５：学校と地域で育む男女共同参画について】 

 https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1376840_00004.htm  

 

 

【参考６：月経の正しい理解に資する冊子「月経の正しい理解とその対応」】 

 https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/mext_02466.html 

 

 

 

以上 

 

 

【本件連絡先】 

文部科学省総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課 

男女共同参画企画係 

電話:03-5253-4111 (内線 3268、3073) 

メールアドレス：danjo@mext.go.jp 
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